
グランピングの新潮流

ボヘミアンなグランピングこそは最高の秘密基地！

外 遊 び と 小 屋 と 野 営「 キ ャ ン プ 」 の 楽 し い 関 係

　野遊びの拠点は、なにはともあれまずテント
だ。テントのスタイルが定まれば、キャンプフ
ァニチャー選びは難しくない。椅子に背もたれ
付きシート、サイドテーブル、ランプと必要な
ものを集めればいい。そこで選んだモノや道具

は、ライフスタイルアクセサリーになる。ここ
でいうアクセサリーとは、けっして外見を飾る
ものではない。言葉を使わずに人間の中身を伝
える仕事を任されたツールのことだ。このポイ
ントさえ押さえれば、グランピングをまるごと

楽しめる。そもそも、キャンプで使うファニチ
ャーと道具は、体積を減らすプライム戦術に則
りつくられている。どれもこれも「大きく使っ
て、小さくしまえる」仕掛けに満ちている。そ
れだけで最高にワクワクする。

文と構成／モノ・マガジン編集部

注目のグラマー＋キャンピングに個性派登場！
精神を自由に遊ばせる空間こそがグラマラス。
この上なく心が満ちてくるグランピング拠点になる。

【ボヘミアン・グランピングのアイテム】
サキサンテントの全体のかたちは楕円形である。ノルウェーのサガテントによる。
サイズ： 2.5m x 4m および 3m x 6m、中央部の高さは2mと2.5m、出入口部の高さは1.8mと2mの部分あり。
スチールロッド：50mmの垂直ロッドを2本、2ピース式の水平ロッド1本を使用。
重量：各種付属品を含めて約30kg～38kg。価格：NOK 3.850～NOK 4.890 （ノルウェークローネ、税別）
http://www.sagtens.com

テントの縁を飾るファブリックは
Osborne & Little。テント中央にかかる
シャンデリアはHome & Cottage。キャ
ンピングデイベットのデザインは
Skovshovdenによる。提供はHappy on 
Gardens。ブラックのメタルテーブルと
プレート類とクッションはObject etc.
提供。左の椅子の上のピローはHome & 
Cottage提供。右側の椅子に置かれたピ
ローはOsborne & Littleの生地で製作さ
れたもの。キャンピング用ベッドは
Home & Cottage提供。メタルのキャン
ドルホルダーはCozy Room提供。テン
ト正面の両サイドにあるフラワーポット
はHome & Cottage提供。

©Nordstrom, Annette/living4media /amanaimages



A&Fのカタログではキャンプファニチャーに分類されている折りたたみ式洗面器を使うヘミングウェイ。アフリカへの狩猟旅行にて。
1954年のアフリカ行きでは、結局は誤報と判明するが、「ヘミングウェイ、アフリカに死す」というニュースが世界各国に流れた。

「ヘミ
ン
グ
ウ
ェイ
先
生
、

そ
れって
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
で
す
よ
ね
！」

話
題
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
の
始
ま
り
は
こ
ん
な
だ
っ
た
！
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構成・翻訳／伊藤浩子　Photo/Courtesy of Cuprinol

イギリスで毎年、国民が楽しみにしている小屋コンテストでは、一般のネット投票で各部門の優勝候補がそれぞれ４組決定し、
その中から優勝者が決まる。さらに、優勝者の中からその年の総合優勝者が決定する。総合優勝者が手にするのは
1,000ポンドの賞金と優勝プレート、100ポンド相当のスポンサー商品、小屋を飾る巨大な王冠。英国ナンバー１の

小屋を目指して、今日も大勢の小屋ビルダーがしのぎを削る！　今回は2016年、2017年の優勝者を一挙にご紹介しよう。

建てるアイデア、インテリア、デザインのアイデアがいっぱい

世界が注目する

勝利小屋から見えてくる
100％混じりっけなしの小屋エキス

小屋祭り
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東京ではじめてオリンピックが開催され、アメリカでは
初代マスタングがニューヨークの万国博覧会で初お

目見えしたのが1964年。この年にオハイオ州 ジャクソンセンタ
ーにあるエアストリーム の工場から出荷された19フィートモデ
ル「グローブトロッター」。日本の陸地を踏むまで、どこでどん
な風景を見てきたのか。これまでどんなオーナーのもとで使われ
てきたのだろうかと思いを巡らせたくなるのはヴィンテージの
世界共通のお楽しみだけれど、驚くべきは程度のよさ。ジュラル
ミンのパネルも、それらをつなぐリベットにほころびひとつない。
ストライプ柄が可愛らしいサイドオーニングだって当時のオリ
ジナルというから驚きだ。パネルの継ぎ目に残ったわずかな磨き
残し跡。マーカーをつたってできた雨跡。ヴィンテージデニムで
いうところのヒゲやアタリを楽しむことができるのは、航空機に
も使われるジュラルミン素材を存分に使った古き良き時代のト
レーラー、エアストリーム ならでは。
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小屋づくりのノウハウの一つに「転用の小屋」がある。本来の用途とはちがうけど、小屋の躯体
に使えると閃いたら、それを拝借するのである。世の中にはそれが結構、ごろごろしているのだ。
列車、バス、乗用車などの乗り物は、出入口が最初から完備していて小屋に転用する際にグッド。
土管は組み合わせ次第で、利用価値が高い。同じくタンクに樽に桶もこの部類に入る。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
都
会
の
な
か
の
都

会
。
現
代
都
市
の
最
先
端
を
行
く
。
ス

マ
ー
ト
さ
を
身
上
と
す
る
町
を
象
徴
す

る
の
は
、
超
高
層
ビ
ル
群
が
描
き
出
す

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
で
あ
る
。
そ
ん
な
モ
ダ

ン
さ
と
、
あ
き
れ
る
ほ
ど
の
豊
か
さ
と
、

そ
し
て
危
険
を
は
ら
ん
だ
面
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
あ

っ
て
、「
え
っ
」
と
足
を
止
め
て
し
ま
う

ほ
ど
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
遭
遇
す
る
こ
と
が

あ
る
。
そ
れ
は
桶
で
あ
る
。
し
か
も
木

製
だ
。
水
を
貯
め
る
た
め
に
置
か
れ
て

い
る
。金
魚
が
泳
ぐ
の
が
水
槽
だ
が
、ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
水
槽
は
木
製
で
ビ
ル
の

屋
根
の
上
に
据
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
水
槽
が
1
万
基
以
上
も
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
は
あ
る
と

い
う
。
金
属
槽
に
く
ら
べ
て

木
製
な
ら
錆
び
な
い
。
弱
酸

性
、
弱
ア
ル
カ
リ
へ
の
耐
性

も
期
待
で
き
る
。た
だ
し
、新

陳
代
謝
は
必
要
。
毎
年
、
4

0
0
基
程
度
の
水
槽
が
新
し

い
も
の
に
置
き
換
え
ら
れ
て

い
る
と
い
う
。

　

木
製
と
い
う
と
、
前
近
代

的
な
響
き
が
あ
る
が
、
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
含
め
た
経

済
面
で
の
利
点
は
大
き
い
。

木
製
で
も
金
属
製
で
も
、
ど

ち
ら
も
衛
生
面
と
保
守
管
理

は
必
要
に
な
る
。
板
の
厚
み

が
約
68
㎜
あ
る
木
桶
は
、
金

属
製
に
く
ら
べ
て
断
熱
性
に

優
れ
て
い
る
。
ガ
ラ
ス
の
よ

う
に
紫
外
線
が
透
過
し
な
い

の
で
、
藻
が
発
生
し
に
く
い

屋上のふちにいる木製の水槽にピンときた！

ニューヨークの空をひっかいているノッポのビル群たち。ややそこから視線を下げるとビルの狭間になにやら
ポツ、ポツと丸い物体がある。ウォータータンク、水槽である。これがなんと木でできているのだ。

21世紀の超モダンな大都市の空に鎮座する樽である。この存在に、モノ・マガ編集の小屋づくり担当は、ピンときた。
その後にするべきこととは、タンク探しと腕まくりだけである。

文と構成／モノ・マガジン編集部　Photo/Kesaharu Imai, Shutterstock.com, Images courtesy of Rosenwach Group

水槽を転用するを出発点にして、「タンクな小
屋」用に見つけた躯体は「ダイライト」と呼ば
れる水槽である。食品加工工場やプラント用タ
ンクとして使われている。それをリユースする
ことに決定。今回は木製ではなく、ポリエチレ
ン樹脂製となった。サイズはニューヨークの標
準的な給水タンクとほぼ同じ。満タンにすると
10㎥の水が入る。小屋に転用した際の床面積は
約3畳になる。小屋としての外観がモダンにな
ったのは、ペイントが映える素材であることと、
後づけした水槽点検用の黄色いハシゴのおかげ
だろうか。タンク正面に出入口用のドアを開け、
椅子に座った時の目線位置に窓を2ヵ所開けた。

ニューヨークでビルの屋上に設置する水槽
を制作しているローゼンワック社。高置水
槽に木の桶が使われている利点を熱く語る。

「まあるくてノッポな小屋」
づくり

手本はNYCの屋上水槽だ！
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小さいだけの狭小住宅、素朴感だけが売りの小屋は、もう時代遅れ。
常に住みたい町の全米トップ入りをして、注目を集めるポートランドでは狭小住宅への意識も高い。
この町をADUの聖地にしたコル・ピーターソンは「真の豊かさ」がある暮らしへの提言を投げかける。

アメリカ人だって、きっとだれもまだ知らない！

BACKDOOR REVOLUTION
裏庭で始まっているちっちゃい家革命

　スモール・ハウス、タイニー・ハウス、キ
ャビン、ハット、リビング・スモールなど
など、呼び名はさまざまだが、狭小住宅や
小屋に対するアメリカ人の関心度は、近年
ずっと右肩上がりだ。多くの狭小住宅に関
するテレビ番組があり、本や雑誌やネット
でも頻繁にテーマに挙げられる。
　そんな折、“ADU”という耳なれない言葉を
聞くようになった。正式名称はAccessory 
Dwelling Unit。「付属的住居ユニット」とで
も訳すのが一番的確だろうか。調べたとこ
ろ、ADUとは単に小屋とか狭小住宅という
枠組みだけにとどまらない観念の住居スタ
イルらしい。
　そしてもう一つ分かったのは、オレゴン
州ポートランドには、コル・ピーターソン
さんという精力的な啓発活動家がいること。
今年初めに“Backdoor Revolution（裏口
革命）”というADUに関する著書を上梓し、
定期的に講習会も主催しているらしい。ま
さにADU漬けの毎日のようだ。
　具体的にADUとは？　そして、コルさん
はどんな革命を起こしたのか？
　その謎を解くべく、とある初春の週末に
ポートランドのコルさんを訪ねた。パシフ
ィック・ノースウェストと呼ばれる地域に
位置するこの町は、ナイキやコロンビアの
お膝元としても有名だ。そして少し足を伸
ばせば、海と山の両方の広大な自然が楽し
める恵まれたロケーションが最大の魅力だ
ろう。ヒップスターと呼ばれるアート系の

ポートランドでは駐
車場の風景（右ペー
ジ）ですら、このク
ォリティの高さ。小
屋の幼児英才教育と
いうわけでもないだ
ろうが子どもの遊具
にもさりげなく小屋
（左下）が置かれてい
た。、ポップな色使い
で、住みたい！　と
思わせる小屋（右上）
はよく見たら物置だ
った。そして、住宅
地では、裏庭に突然
ゲルのような簡易小
屋（左上）が現われ
る。ポートランドは
ほかの町の常識を超
越した小屋の風景に
遭遇することが頻繁
にある。「普通でない
ことが普通」のユニ
ークさを発見するの
が楽しい。

ADUとは「付属
的住居ユニッ
ト」のことで、ポ
ートランドは狭
小住宅および
ADUの聖地と
もいうべき町。
だが、ちょっと
待った！　リン
ゴの木が描かれ
たこの小屋は、
そのどちらにも
あらず。なんと
これはゴミ箱。
さすが、お洒落
とアートに敏感
な若者が多い町
だけあってゴミ
箱すらこんなに
可愛く仕立て上
げてしまうこだ
わりには驚きだ。

Photo/Kol Peterson,  Burks Mikako　Text/Burks Mikako

59 58



ソ
ロ
ー
は

な
ぜ
小
屋
に

３
つ
の
椅
子
を

用
意
し
た
の
か

構
成
と
文
／
河
村
喜
代
子

ソ
ロ
ー
に
よ
る
説
明
に
よ
れ
ば
こ
う
な
る
。ひ
と
つ
は
自
分
が
座
る
。

２
脚
目
は「
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
」の
椅
子
と
あ
る
。

友
だ
ち
が
訪
ね
て
く
る
時
の
た
め
に
用
意
さ
れ
て
い
た
わ
け
だ
。

３
脚
目
の
椅
子
の
説
明
で
虚
を
突
か
れ
た
。そ
の
椅
子
は「
ソ
ー
シ
ャ
ラ
イ
ズ
」用
。

人
づ
き
あ
い
に
欠
か
せ
な
い
道
具
と
し
て
用
意
さ
れ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

「ウォールデン、あるいは森の生活」
が出版されたのは1854年である。日
本では江戸末期。その前年にはアメ
リカからペリー提督の黒船が来航し
た。そんな時代にマサチューセッツ
の森に入って、小屋をつくり一人で
2年間暮らした。生きていく上で本
当に必要なモノはなにかを、日々の
生活を記録するなかでつかもうとし
た。切り捨てていく道具が多かった
なかで、椅子は3脚も選ばれていた。

Henry David Thoreau
ヘンリー・デイヴィッド・ソロー

ソロー協会によっ
てウォールデン湖
のそばに復元され
た小屋。ベッドや
椅子などの道具も
展示されている。

る
。
日
々
の
生
活
か
ら
一
年
を
通
じ

た
な
か
で
起
き
る
も
の
ご
と
。
嵐
が

去
っ
た
あ
と
の
風
の
ふ
る
ま
い
か
ら
、

雨
は
何
を
残
し
て
い
っ
た
の
か
な
ど
。

今
夜
、
出
て
い
る
月
の
相
は
ど
ん
な

か
。
季
節
に
よ
っ
て
空
に
浮
か
ぶ
星

座
か
ら
、
セ
ミ
は
い
つ
ご
ろ
地
上
に

現
わ
れ
、
い
つ
姿
を
消
す
の
か
。
春

に
な
っ
て
舞
う
蝶
は
、
ど
の
蝶
が
早

い
の
か
。
こ
ん
な
生
活
の
ス
タ
イ
ル

を
味
わ
う
こ
と
は
、
現
代
だ
っ
て
不

可
能
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
に
世
捨

て
人
に
な
る
必
要
な
ん
て
な
い
。
毎

日
の
暮
ら
し
ぶ
り
に
向
き
合
う
装
置

の
小
屋
さ
え
あ
れ
ば
そ
れ
は
で
き
る
。

「
ウ
ォ
ー
ル
デ
ン
、
あ
る
い
は
森
の

生
活
」
と
い
う
書
名
。
そ
こ
に
、
実

際
に
小
屋
を
建
て
た
と
く
れ
ば
、
ま

る
で
都
市
文
明
か
ら
逃
れ
る
の
が
目

的
だ
っ
た
の
だ
と
早
合
点
し
た
く
な

る
。
け
れ
ど
ソ
ロ
ー
は
、
隠
遁
し
た

く
て
小
屋
に
住
ん
だ
の
で
は
な
い
。

い
つ
訪
ね
て
く
る
の
か
分
か
ら
な
い
、

不
意
の
客
を
迎
え
る
た
め
の
椅
子
が
、

小
屋
に
は
用
意
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

そ
れ
を
伝
え
て
い
る
。「
ソ
ー
シ
ャ
ラ

イ
ズ
」つ
ま
り
、「
人
づ
き
あ
い
す
る
」

こ
と
は
、
小
屋
の
有
限
の
ス
ペ
ー
ス

す
べ
き
用
事
だ
っ
た
。

　

小
屋
を
小
さ
な
建
物
と
解
釈
す
る

な
ら
、
絶
対
的
な
ス
ペ
ー
ス
は
限
ら

れ
て
い
る
。
逆
に
い
え
ば
、
そ
れ
が

小
屋
の
効
用
の
一
つ
で
も
あ
る
。
余

分
な
モ
ノ
を
置
け
な
い
。
所
有
で
き

な
い
。
切
り
捨
て
る
し
か
な
い
。
外

に
目
が
向
か
な
い
分
、
自
分
を
取
り

巻
く
世
界
に
目
が
向
く
。
そ
こ
で
何

が
起
き
て
い
る
の
か
、
耳
を
澄
ま
せ

を
消
し

て
も
、
ソ
ロ

ー
に
と
っ
て
は
大
事
に

Courtesy of The Thoreau Institute, Photo/PPI

元
祖
断
捨
離
の
巨
匠 

ヘ
ン
リ
ー・ソ
ロ
ー

「
ソ
ロ
ー
の
小
屋
と
椅
子
た
ち
」
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文
／
モ
ノ
・
マ
ガ
ジ
ン
編
集
部　

写
真
／
熊
谷
義
久　

協
力
／
キ
ュ
ー
ブ

親
子
二
代
に
渡
る〝
小
屋
の
絆
〞の
物
語

山
下
穂
尊
さ
ん
が
子
供
の
頃
か
ら
家
族
、仲
間
と
過
ご
し
て
い
る
小
屋
が
あ
る
と
聞
い
て
群
馬
県
の
某
所
に
。

両
親
が
仲
間
と
と
も
に
35
年
前
に
建
て
た
そ
の
小
屋
は
、山
下
さ
ん
ら
子
供
た
ち
世
代
が
受
け
継
い
で
い
る
と
い
う
。

親
子
二
代
に
渡
る
小
屋
の
物
語
を
今
こ
こ
に
紐
解
こ
う
！

約
35
年
前
に
親
父
と
仲
間
が
建
て
た
小
屋

緒
に
色
ん
な
所
を
下
見
し
て
、
こ
の
場
所
を

見
つ
け
た
そ
う
な
ん
で
す
。
土
地
と
い
っ
て

も
原
生
林
み
た
い
な
斜
面
で
、
土
地
の
造
成

か
ら
や
っ
た
ら
し
い
で
す
ね
」。
成
り
立
ち
を

聞
く
だ
け
で
も
ワ
イ
ル
ド
な
話
だ
が
、「
両
親
、

と
く
に
親
父
は
昔
か
ら
ア
ウ
ト
ド
ア
を
し
て

い
て
山
が
好
き
な
ん
で
す
よ
。
僕
の
名
前
も

近
く
の
山
か
ら
い
た
だ
い
て
い
る
位
で

（
笑
）」「
そ
ん
な
ア
ウ
ト
ド
ア
好
き
の
父
親
が

同
僚
と
酒
の
席
で
盛
り
上
が
っ
て
い
る
時
に
、

「
な
ん
か
、
今
日
は
こ
こ
に
仕
事
関
係
の
人

が
来
る
の
は
不
思
議
な
気
が
す
る
ん
で
す
よ

ね
」と
照
れ
笑
い
を
浮
か
べ
る
の
は〝
い
き
も

の
が
か
り
〞
の
ギ
タ
リ
ス
ト
山
下
穂
尊
さ
ん

だ
。
群
馬
県
の
山
中
に
、
佇
む
小
屋
は
山
下

さ
ん
に
と
っ
て
特
別
な
小
屋
で
も
あ
る
。「
も

と
も
と
は
35
年
位
前
に
両
親
が
仲
間
た
ち
と

一
緒
に
建
て
た
ん
で
す
。
当
時
は『
北
の
国
か

ら
』
と
か
ロ
グ
ハ
ウ
ス
が
盛
り
上
が
っ
て
い

た
時
代
で
、
ウ
チ
の
親
父
も
仲
間
た
ち
と
一

小
屋
を
作
り
た
い
と
い
う
夢
を
話
し
て
い
る

ウ
チ
に
本
当
に
実
行
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う

感
じ
で
す
ね
。
み
ん
な
で
お
金
を
出
し
合
っ

て
土
地
を
買
っ
て
、
2
年
位
か
け
て
建
て
た

ん
で
す
」。
も
は
や
ア
ウ
ト
ド
ア
趣
味
と
い
う

枠
を
超
え
た
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
が
、
凄

い
の
は
そ
の
後
の
小
屋
運
営
。「
小
屋
を
建
て

た
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
会
が
あ
っ
て
、
総
会
で

年
会
費
定
額
の
10
議
席
（
家
族
）
制
で
、会
員

は
無
料
で
利
用
で
き
、
ゲ
ス
ト
を
連
れ
て
く

る
場
合
は
ひ
と
り
に
つ
き
1
泊
1
0
0
0
円
。

そ
れ
で
水
道
光
熱
費
な
ど
を
賄
っ
て
ま
す
」

35
年
前
に
会
員
規
約
ま
で
整
備
し
て
い
た
と

は
か
な
り
先
進
的
。
た
だ
作
っ
て
満
足
す
る

の
で
は
な
く
、皆
で
小
屋
を
育
ん
で
い
く
。
何

と
も
素
晴
ら
し
い
話
で
は
な
い
か
。

　

小
屋
は
山
下
さ
ん
に
と
っ
て
生
ま
れ
て
き

た
時
か
ら
存
在
し
て
き
て
お
り
、
思
い
出
も

ひ
と
し
お
だ
。「
子
供
時
代
に
よ
く
連
れ
て
き

て
も
ら
い
ま
し
た
し
、
当
時
の
事
も
鮮
明
に

覚
え
て
ま
す
ね
。
子
供
た
ち
を
2
Ｆ
で
寝
か

し
つ
け
た
ら
下
で
大
人
た
ち
が
酒
盛
り
し
て

る
。
子
供
心
に
楽
し
そ
う
だ
な
ぁ
と
羨
ま
し

く
て
。
2
Ｆ
の
階
段
隙
間
か
ら
ず
っ
と
下
の

様
子
を
眺
め
て
ま
し
た
ね（
笑
）。
大
学
生
に

な
っ
て
自
分
が
ク
ル
マ
を
使
え
る
よ
う
に
な

っ
た
ら
仲
間
た
ち
を
連
れ
て
き
て
Ｂ
Ｂ
Ｑ
や

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
な
ど
を
や
っ
て
ま
し
た
」。

山下さんにとってお気
に入りポイントのひと
つが眺望の良い2Fの
小窓。眼前には森林や
水田など長閑な田園風
景が広がる。幼少時代
の思い出溢れる場所で
撮影。

小屋語り山下穂尊
い き も の が か り

1982年神奈川県生ま
れ。3人組音楽グルー
プ「いきものがかり」の
ギター、ハーモニカを
担当。現在、放牧中でア
ウトドア連載など他ジ
ャンルで活躍中！

Hotaka Yamashita
山下穂尊
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個遊空間的な愉しみを味わえるのは、「小屋」の大きな魅力のひとつ。自分だけの趣味の世界を築くもよし、友人や家族と
ちょっとした団らんのスペースをつくるもよし……。だがちょっと待った！　小屋といえども、「建築物」の要件を満たせば、
おかみとの約束事を守らねばならぬ……。ということで、ここでは小屋を建てる前に知る、法的ABCをチェックしてみる。

建
築
確
認
申
請
の
有
無
、

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

　

小
屋
を
つ
く
る
と
き
に
ま
ず
気
を
つ
け
た

い
の
が
、「
建
築
確
認
申
請
」
の
有
無
だ
。

　

こ
れ
は
建
築
基
準
法
な
ど
に
適
合
し
て
い

る
か
を
審
査
す
る
も
の
。
し
か
し
、
こ
の
基

準
は
地
域
や
土
地
に
よ
り
異
な
る
場
合
が

多
々
あ
る
の
で
、
実
際
に
は
専
門
家
や
地
元

自
治
体
に
相
談
し
な
が
ら
進
め
よ
う
。
こ
こ

で
は
大
ま
か
な
ポ
イ
ン
ト
を
述
べ
て
い
く
。

●
小
屋
を
建
て
や
す
い
エ
リ
ア
を
知
ろ
う

　

日
本
の
国
土
、と
く
に
人
が
多
く
住
む
〝
都
市
〞
と
呼

ば
れ
る
エ
リ
ア
に
は
、無
秩
序
な
建
設
や
開
発
な
ど
が
行

な
わ
れ
な
い
よ
う
、厳
し
い
ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
メ
ジ
ャ
ー
な
都
市
部
に
新
し
い
土
地
を
買
っ

て
小
屋
を
建
て
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
の
が
現
状
だ
。

ま
ず
そ
の
あ
た
り
を
理
解
す
る
た
め
、知
っ
て
お
き
た
い

の
が
都
市
計
画
区
域
、準
都
市
計
画
区
域
、都
市
計
画
区

域
外
と
い
う
エ
リ
ア
の
存
在
だ
。

　

都
市
計
画
区
域
（
以
下
、〝
都
市
〞）
と
は
「
一
体
の
都

市
と
し
て
総
合
的
に
整
備
し
、開
発
し
、お
よ
び
保
全
す

る
必
要
が
あ
る
地
域
」
と
現
行
法
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、

防火地域、準防火地域とは？
都市の主要地域や駅前、幹線道路沿いなど、火災時に大きな被害が予想
される地域は、建物の構造を制限して防火機能を高めることが求めら
れている。防火地域内での建築制限だが、延べ面積が100㎡以下の場合、
地階を含む2階建て以下の建築物については耐火建築物または準耐火
建築物でなければならない（一般的な木造建築は不可）。防火地域の外
側に比較的広く定められた準防火地域では、規制は多少緩やかになる。
地階を含む2階建て以下、延べ面積500㎡以下ならば、一定の防火措置
をしたうえで、木造建築も建てられる。

原
則
都
道
府
県
が
指
定
す
る
。
今
後
、都
市
と
し
て
の
発

展
が
見
込
ま
れ
る
地
域
で
、
ゆ
え
に
小
屋
ひ
と
つ
建
て

る
に
も
ル
ー
ル
の
適
合
が
要
求
さ
れ
る
。
こ
れ
に
比
べ

て
都
市
計
画
区
域
外
（
以
下
、〝
都
市
外
〞）
の
エ
リ
ア
で

は
、〝
都
市
〞
ほ
ど
細
か
な
ル
ー
ル
が
な
く
、
基
本
的
に

小
屋
レ
ベ
ル
の
建
築
物
な
ら
ば
建
築
確
認
申
請
は
不
要

だ
（
昨
今
で
は
地
域
に
よ
っ
て
例
外
も
あ
り
、建
築
確
認

申
請
が
必
要
な
場
合
も
少
な
く
な
い
ら
し
い
）。ま

た
、
小
屋
も
建
築
物
で
あ
る
以
上
、
建
築
基

準
法
を
無
視
し
て
は
な
ら
な
い
。〝
都
市

外
〞
に
い
い
土
地
が
見
つ
か
っ
た
か
ら
と

い
っ
て
、
何
を
建
て
て
も
い
い
と
い
う
わ

け
で
は
な
い
こ
と
は
肝
に
命
じ
る
べ
し
。

　

一
方
、準
都
市
計
画
区
域
（
以
下
、〝
準
都

市
〞）
は
、〝
都
市
〞
で
の
開
発
を
将
来
的
に
保
全

す
る
た
め
に
、都
市
開
発
が
抑
制
さ
れ
た
区
域
で
、小
屋

を
建
て
る
場
合
、〝
都
市
〞
と
〝
準
都
市
〞
に
お
い
て
は
、

以
下
の
条
件
に
よ
り
、
建
築
確
認
申
請
の
有
無
が
決
ま

っ
て
く
る
。

エ
リ
ア
で

基
本
的
に

請
は
不
要

建
築
確
認

ま全で
、小
屋

お
い
て
は
、

無
が
決
ま

START

新築or増築？
増築 新築

確認申請必要増築の床面積が
10㎡以下？

YES

建築場所は防火地域
または準防火地域？

確認申請不要

パネルキットが届いたよ

はりきってい
こー

●
小
屋
建
築
の
条
件

　

さ
て
、
そ
れ
で
は
都
市
計
画
区
域
、
準
都
市
計
画

区
域
で
の
小
屋
建
築
の
条
件
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
建
築
確
認
申
請
の
必
要
性
は
、
小
屋
を
新
築
す

る
の
か
、
あ
る
い
は
す
で
に
所
有
の
土
地
に
増
築
す

法的
小屋を建てる前に知る、

NO

YES

NO

イラストレーション／M. ケリー
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